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府中市生涯学習審議会（平成２５年度第８回）会議録

１ 日 時 平成２６年１月２７日（月）午後２時～４時

２ 会 場 府中駅北第２庁舎 ５階会議室

３ 出席者

（１）委員１３名（５０音順）

石田和男委員、大谷久知委員、川内清文委員、木内直美委員、澤井幸子委員、

茂田嘉彦委員、設楽厚子委員、芝 喜久子委員、鈴木映子委員、

田野倉晴美委員、寺谷弘壬委員、三宅 昭委員、山内啓司委員

※井上治男委員、小林 繁委員は欠席

（２）職員３名

矢ケ﨑生涯学習スポーツ課長、市ノ川学習推進係長、大木事務職員

４ 開会

５ 連絡事項

（１）配布資料の確認

  ①平成２５年度第７回生涯学習審議会会議録（案）

  ②平成２５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第３回役員会・拡大役員会

の会議要点録

  ③平成２５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第２ブロック研修会資料

  ④第５６回全国社会教育研究大会徳島大会の開催について

  ⑤みんなの生涯学習 ＮＯ，１１４

（２）平成２５年度都市社連協 交流大会・社会教育委員研修会の報告

   １２月７日（土）午後１時～５時 生涯学習センターゆとろぎ（羽村市）

■ 交流大会では、第１～５ブロックの研修会実施報告が行われたあと、『「協働」時

代における社会教育委員への期待』について、文部科学省生涯学習政策局社会教育

課企画官の荒木氏よりお話しいただいた。その後、小委員会に分かれて話し合いが

行われた。行政だけでは難しいので、市民にも関わっていただきながら解決してい

きたいという内容もあった。社会教育行政の推進のあり方についても図解を以って

説明していただいた。生涯学習分科会の議論を整理したものをお話しいただき、大

橋会長からの提言の中に、社会教育委員会議の義務設置と社会教育主事の必置化と

いうことを入れていた。そして最後に、社会教育委員への期待という話で、住民の
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意向を行政や施策の運営に反映させるためのパイプ的役割、地域の社会教育に関す

る情報の行政への提供、家庭・地域の教育力向上に関しての積極的な貢献、社会教

育に関する諸計画の立案を期待されている。社会教育委員の心構えとしては、地域

の実情に詳しくなり、地域の課題を発見し、解決していくようにしていきたいとい

うことだった。

参加された方がグループに分かれて分科会に出席したので、その報告をお願いし

たい。

■ 各地域でやっていることが違うので、そういう点では参考にはなったが、それを

やることは難しいという印象を受けた。

➡ 参考までに、配布資料を皆さんに送付する。

■ 学識経験者ということで、小学校の先生をしていた方が２人、会社の管理者もい

た。１つの部屋で２組だけだったが、自己紹介に時間がかかった。そのうちに文部

科学省の荒木氏が来たので、「市民を動員するのに効率等に不安があると言ってい

たので、研修のない人たちがどういうふうに加わったら効率が上がるのか」と質問

をしたが、その答えは、はっきりしなかった。その後、社会教育委員とは何かと問

題になったので、各自好きなように話をしていた。

たまたま司会者がファシリテーターと名乗っていたので、府中市では社会教育の

一環として考えて、講座を受けてファシリテーターになった人を中心の一部になっ

ていただきたいと思っているが、どういう勉強をしたのか尋ねると、たまたま名乗

っただけだということだった。その時、他の地域から来ていた２人が、そういう勉

強をしてみたいということで、府中市の講座を紹介した。ファシリテーターが一人

歩きしている部署もあったので、統一していかなければいけないと思った。

■ 最後に府中市の「学び返し」の話しをした。自分たちの経験を活かしていかない

と難しいと思う。「学び返し」の説明をして賛同を得ることができた。

■ 司会の方がファシリテーターと名乗っていたので、それも一つの役割なのかと思

って聞いていた。短い時間で皆さんが発言できるようにしていただいた。他市の方

たちの中には諮問がなく、意見が出ても活かす場所がないと言っていたところもあ

れば、古い住民と新住民の関わり合いについての話しなど、各町の実情をお話しし

ている状況だった。

➡ 本来のファシリテーターは、この前の会議などで進め方を促すような人を指す。

府中市が違う使い方をして、そもそも東京都の生涯学習審議会の答申の中で出た使

われ方を府中市もしている。会議での発言や方向性を流すようなことを地域に当て

はめてやろうということで、そういう使い方をしている。
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（３）第５１回東京都公民館研究大会の報告

   １月１８日（土）午前１０時～午後４時 国分寺市

■ 公民館活動をどのようにしていくかという話で、この前資料をいただいていたの

で、それを参考にして説明をしていた。府中市のように複合施設というところがな

く、公民館の使い方をどうするかを中心に話が出て、防災関係を公民館活動の中で

一緒にやっていこうというところもあった。関係がない人にも手伝ってもらうよう

な考え方を出していって、防災活動に活用していこうという話だった。ある人から

は、そんなことしても良いのかという意見も出たが、地域としてはそうしていくと

決めてやっているようである。

  また、休みの日の子どもたちをどのようにして、うまく活用してもらうかという

ことに力を注いでいるところもあった。中心となるファシリテーターのような人が

考えていかないと難しいのではと思った。

■ 公民館の魅力を探るということで、課題別集会は「シニアの力で公民館は変わる」

「障がいを持つ市民の学びの場について」「公民館って何だろう」というテーマに

分かれていた。今回参加した３人とも「シニアの力で公民館は変わる」このテーマ

に参加した。

内容については、公民館の魅力を探る中で、シニアの力でどの様に公民館を変え

ていくのか、シニアの力だけでは公民館は変えられないのだが、若者は活動時間が

ないので、公民館で活動できるのはシニアである。公民館とつなげて防災に関する

ことをしたり、子どもたちの居場所づくりを公民館で行ったり、シニア同士の結び

つきをブログというＩＴ手段を使って、皆さんと一緒に共有化し活発化させる方法

もあるという話もあった。

東北大学のコーディネーターの先生は、「現４０代、５０代という世代は、あま

り元気が感じられない。その理由は、今の労働状況が厳しいので、自分の将来を見

つめ、しっかり生活していく状況では無くなってきているのではないか。確かに生

涯ビジョンが図りにくくなってきている。いわゆる戦後を生き抜いてきたシニアの

ほうが、先の見える考え方ができているのではないか。

今のシニアがどこで学習するかを考えると、やはり公民館に行くのではないか。

シニアの方たちは、自分史を作りたいと思っている方が多い。自分史講座から学び、

現在まで色々してきた大切な経験を次世代に引き継ぎたいと考えている。「学び返

し」というのが生きてきている。シニアの背中を押せば、こういうことを沢山入れ

込んで、地域の公民館にする必要がある。」と話していた。

公民館の運営を促すのは、そこにいる行政の担当が、もう少し住民の立場に立っ

て、優しく接さなければいけないのではないかという意見も出ていた。公民館長は
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権限が大きいので、館長を中心にして回っていくところもあるが、シニアを中心に

して公民館を活発化しようとする動きは近隣でできているということを皆さんの

意見から感じた。

■ 地域のお話を伺って、府中市の場合は文化センターの中の公民館なので、よその

町とは感覚が少し違うと思う。

■ 府中市の公民館長は誰か。

➡ 公民館研究大会については、府中市は審議会の中から３名に行っていただいたが、

他の自治体は職員の他に、公民館運営審議会の委員や公民館主事といって公民館の

仕事に直接携わっている方、一般市民の方の参加もあるので、市民目線でという意

見も出ていたのだと思う。

  他の自治体は公民館主事がいるように館長もそれぞれいるが、府中市の場合は所

長がそれぞれにいて、公民館、福祉館、児童館など全体を見ている。その中の公民

館の館長は生涯学習スポーツ課長が１１館すべてを兼ねている。近隣市では、東村

山市、小平市、小金井市が積極的に公民館事業を進めている。

６ 審議・協議事項

［意見の趣旨］   ■：委員  ➡：事務局

（１）答申の検討について

■ 前回、事務局の説明が途中で終わっていたので、その続きを説明していただいた

後、皆さんで審議していく。その前に前回の学校関係のところで、聞きたいことが

あるのだが、平成２６年度からコミュニティースクールが始まると聞いたが、その

あたりの説明をお願いしたい。

➡ コミュニティースクールの概要について、教育委員会が担当している内容になる

ので、細かい部分については説明できかねるところもあるが、簡単に説明させてい

ただく。各学校で、学校運営協議会というものが立ち上がっていて、地域の住民の

方、ＰＴＡ、学校関係で構成されていて、この地域の方々にも色々な形で協力をい

ただいているところである。この方針が、コミュニティースクールを行うことによ

って、変わるというわけではない。その結びつきをより強くしていきたいという気

持ちを持って、各学校や地域の特色があるので各学校で多少テーマは異なってくる

と思うが、それぞれの地域性を織り込んだ形で地域の方たちを引き込んで、子ども

たちの育ちを見守っていこうという動きが出てきている。

  現在の動きとしては、先ほど申し上げたとおり、地域の特色があるので、それぞ

れの学校において準備をしているところである。今後の流れとしては、２月に教育
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センターでコミュニティースクールの概要についての説明会を３回に分けて開催す

る予定で、２月１日号の広報でお知らせする。

■ コミュニティースクールも地域の色々の方を巻き込みながら、子どもたちのため

に動いていく。私たちも全く無関係というわけではないと思うので、地域のことと

して話を聞いておいたほうが良いと思った。教育センターの説明会は、誰でも行っ

ていいのか。

➡ 市民のための説明会なので、興味のある方は参加していただきたいというご案内

を広報でもすると聞いている。校長先生から補足等があればお願いしたい。

■ 以前にもここで少し話をさせていただいたが、先行版として日新小学校でやって

いる。地域の方を巻き込んで教育活動をしようということで、日新小学校の今まで

の取り組みとして具体的に言うと、菊づくり、土俵があるので相撲の指導、水田の

指導、日新焼そば等、授業には入っていない教育活動に地域の方が協力している。

本校でも水田指導やブラスバンド指導を指名したコーディネーターに報償費を付

けて、地域の学校のつなぎ役になってもらい、地域を巻き込んでいこうという取り

組みをしている。各学校でも行っていこうということになっている。

今年度中にやっていた学校運営協議会を次年度はコミュニティースクール協議会

として発展的に移行していく。メンバーも今の方々を母体にして地域の人を入れ込

んで若干増やしていくため、コーディネーターに選んでもらっている。一般的には

青少対や元ＰＴＡ会長など地域や自治会と繋がりのある方を選んでいるところが多

いと聞いている。

■ 興味のある方は説明会に参加していただければと思う。

■ 詳細として、２月１４日（金）１８時～、１５日（土）１４時～、１６日（日）

１０時～、教育センターでどなたでも参加できる説明会を開催する。内容はすべて

同じである。

■ それでは、前回の続きを事務局より説明をお願いしたい。

➡ 事務局より、配布資料「第２次府中市生涯学習推進計画 平成２４年度実績一覧」

の１０、１１ページを説明。

■ 文化センターあり方検討協議会がどのような方向で進んでいるのか教えていただ

きたい。

➡ 文化センターあり方検討協議会が開催されているのは、平成２５、２６年の２ヵ

年で開催されており、所管しているのは、市民協働推進本部市民活動支援課という

ところで、文化センターの館の管理をしている。協議の内容については、主に文化

センターの管理・運営方式について、今後どういうあり方が適切なのかということ

である。例えば、指定管理者による文化センターの管理・運営方式に関することや
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その他の文化センターの管理・運営等についての今後のあり方や方向性について検

討及び協議をして、その結果を市長に報告してくださいという依頼をかけている。

大まかな流れとしては、平成２６年３月に、この１年のスパンで文化センターに

ついて指定管理者制度を導入すべきか、そうでないのかを検討して、その結果を中

間報告として市長に提出するようである。また、平成２６年度の１年間については、

今回の協議結果を踏まえて引き続き検討をし、管理運営のあり方についてどうある

べきか最終的なゴールを来年度１年間かけて検討して報告することになっている。

委員については、学識経験者と１１館の文化センターの各協議会から推薦された

方々、公募の市民で構成されている。

■ 公民館講座について、各文化センターで講座を開いているが内容は市の職員が決

めているのか。

➡ 地区公民館講座の内容は、各センターの職員が決めている。その企画内容は公民

館講座を主管している生涯学習スポーツ課に投げてもらい、講師謝礼等のお金の関

係は当課でしている。講座修了後は、報告書を提出してもらうという流れになって

いる。

■ その他に質問がなければ、続きの説明をお願いしたい。

➡ 事務局より、配布資料「第２次府中市生涯学習推進計画 平成２４年度実績一覧」

の１２ページを説明。

■ ６４６人というのは、水泳コースの高齢者のみだけか。

➡ はい。

■ 高齢者のための水泳コースというのは、ボランティア的に指導しているのか。

➡ 基本的には個人利用で、指導者はいない。ご自身で健康づくりのために１レーン

を設けている。

➡ コースというと講座としてとられがちだが、ここで言うコースというのはプール

のコースレーンのことを言っている。

➡ 事務局より、配布資料「第２次府中市生涯学習推進計画 平成２４年度実績一覧」

の１３、１５、ページを説明。

■ Ｎｏ，１６３は施設のことか。

➡ ご利用いただいた方の人数。この数字は平成２４年度のものなので、市が運営し

ていたときの数字である。補足で、１２月までのプールや体育室等の利用について

は、前年以上の成果が出ている。昨年比としては、体育室は１０１％、温水プール

は１３６％、トレーニング１６１％である。

■ 指定管理者制度になってから生涯学習センターの休館日が月１回となったという

話を聞いた。
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➡ 今までは、第１月曜日、第３水曜日・木曜日、その他に臨時休館日と年末年始が

休館日となっていた。現在は第１月曜日のみが休館日になっている。ただ、どうし

てもメンテナンス等で必要な日は臨時休館日を設けている。休館日が少なくなった

ことで、利用者からは好評をいただいている。

■ 休館日が少ないということは確かにありがたい。

➡ 事務局より、配布資料「第２次府中市生涯学習推進計画 平成２４年度実績一覧」

の１６ページを説明。

■ Ｎｏ，１７１はボランティアの育成、活用を図ると書いてあるが、ボランティア

は少ないのか。

➡ ここ数年は、コンスタントに入会していただいているが、それまでは少なかった。

障害のある方には安全の確保をしないとならないので、増やしていきたい。ただ、

すべての方が専門知識を持っているわけはないので、そこは市職員がフォローしな

がら活動している。気軽に参加していただきたいので、もし興味のある方がいれば

話をさせていただきたい。

➡ 事務局より、配布資料「第２次府中市生涯学習推進計画 平成２４年度実績一覧」

の１７ページを説明。

■ Ｎｏ，１９４について、国際理解を小学校高学年でもやっていると思うが、それ

はどのようなものか。

➡ 学校教育については、対象外である。ここでは生涯学習運営に特化させていただ

いている。

■ 小学校の場合は、５，６年生が英語学習を年間３０時間、週に１回程度、ＥＬＴ

の方に来ていただてやっている。国際理解ということではなく、英語に親しむとい

う学習である。国際理解は総合学習の時間でやっている学校もある。福祉について

やっている学校もあり、学校ごとにカリキュラムを組んでやっているので、全ての

学校で国際理解をやっているわけではない。例えば、オリンピックのある年になっ

たら、オリンピックに関する国のことを調べる学習をしているところもある。

■ 四谷小学校には、依頼があると国際交流サロンから派遣している。我々と色々な

国の学習者が学校に行って、子どもたちと一緒に遊んだりしている。受け入れ側の

学校としては、出向く学習者の国を事前に調査するようなこともしている。高校で

もやっているようである。

■ 国際理解講座は無料でやっているのか。

➡ 生涯学習センターでやっている講座は有料である。

➡ 事務局より、配布資料「第２次府中市生涯学習推進計画 平成２４年度実績一覧」

の１９，２３～２５ページを説明。
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■ 庁内の推進体制の整備や職員の意識啓発について、未実施になっているが、その

理由を教えていただきたい。

➡ 職員の会議等、定期的に開いているものではなく、計画が出来上がったときに庁

内の意見を聞くという意味で、部長等の理事者に説明する際に設置する会議なので、

未実施になっている。

  研修については、人事の研修計画もあるので、その中でうまく計画に入れてもら

ったり、我々が実施したものに職員課の研修担当の方で協力してもらっているもの

もあるので、研修担当と相談しながら連携をとっていければと思っている。

■ 答申の中で出ている項目があるが、社会教育主事を文科省で増やすよう指令をし

ていなかったか。

➡ 増やすよう言われているわけではなく、全国市長会からは社会教育主事を廃止し

てほしいと要望があったが、それに対して文科省は社会教育委員や社会教育主事に

ついては現行のまま残していこうということだった。ただ、社会教育委員や社会教

育主事については、存在が薄くなっているという意見もあるので、国としては少な

くともなくならないように現状を維持できる体制の中で、色々なサポートをこれか

ら増やしていこうということだった。特に社会教育主事は影が薄くなっているとこ

ろもあるので、活躍できる場面をこれからは国としてやっていきたいという形で、

人が活躍できる場を増やしていこうということだった。

■ 地方によっては社会教育主事を増やしているところもある。

➡ 社会教育法の中で公民館には社会教育主事を必置ということになっている。ただ

罰則規定はないので、それにあたる資格を持っている人を代わりに置いている自治

体も非常に多い。東京都も必ず置きなさいと厳しい言い方はせず、できるだけ置く

ようにと言っている。

■ 実施状況調査表の説明をしていただいたが、それを踏まえて次回の審議会でご意

見をいただきたいと思っている。その際は、自分が地域で活動したり、生活して見

えているものや、あったら良いなと思っているものがあれば、ご意見をいただきた

いと思う。

７ 次回審議会等の日程について

▽第９回審議会

日程：平成２６年３月１０日（月）午後２時～４時

会場：府中駅北第２庁舎 ５階会議室

以上


